












人間文化学研究科 歴史情報論講座 地域文化論専攻  
博士後期課程３年次生 張 煜 
論題：日中歴史教科書に関する比較研究―近現代史記述を中心に― 
全体構想： 
序 章 共通歴史認識形成への試み                
第１章 政治問題化する歴史教科書              
第２章 現代日中歴史教科書編纂方針の比較 
第３章 現代日中歴史教科書にみる近現代日中関係史       
第４章 日本の歴史教科書が描く近現代の戦争・事変  
第５章 建国後の中国歴史教科書が描く近現代日中関係史          
終 章 歴史教科書の位置付け       
 




















































  領』 
 ・「侵华日军的罪行」を学ばせる『歴史課標』と「多面的・多角的に考察」させる『指導 







































































終 章 歴史教科書の位置付け 
 終章では、各章で検討した内容を振り返えながら、本研究の総括を行った。 
客観的な歴史事実を教える日本歴史教科書と、国家の歴史観を教える中国歴史教科書 
は、相容れないかたちで作られており、位置づけと基本方針は根本的に異なっている。終
章では、教科書をもとに両国で作成されている授業案（日本：「学習指導案」，中国：「教案」）
を例示にあげ、両国の教え方にも大きな落差を呈していることが指摘できる。 
 最後、本論文で提示した結論や考え方を踏まえ、授業案の蒐集・分析、及び教育現場で
の検証を今後の課題としてあげた。 
 
